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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月9日(2014.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体層と、前記支持体層上に不連続なマイクロパターンで配される少なくとも一つの
治療用組成物とを有し、前記治療用組成物が歯への接着力より低い前記支持体層からのリ
リース力を持つ、前記治療用組成物を歯へ移すためのストリップ。
【請求項２】
　前記支持体層が水不溶性である、請求項１に記載のストリップ。
【請求項３】
　前記支持体層が少なくとも一つの材料の層から成る、請求項１に記載のストリップ。
【請求項４】
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　前記支持体層が、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンコ酢酸ビニル、ポリエ
ステル類、ポリビニルアルコール、フルオロポリマー、皮膜形成ワックス及びこれらの組
み合わせから選択される材料から構成される、請求項２に記載のストリップ。
【請求項５】
　前記支持体層の厚さが１ｍｍ未満である、請求項１に記載のストリップ。
【請求項６】
　前記支持体層の厚さが１００マイクロ未満である、請求項１に記載のストリップ。
【請求項７】
　前記支持体層が約１０マイクロと５０マイクロとの間の厚さを持つ、請求項１に記載の
ストリップ。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの治療用組成物が、抗菌剤、歯石制御剤、歯及び歯茎保護剤、歯漂
白剤、及びこれらの組み合わせを有するグループから選択される、請求項１に記載のスト
リップ。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの治療用組成物が室温で固体又は半固体形態である、請求項１に記
載のストリップ。
【請求項１０】
　前記不連続なパターンが、前記支持体層上に少なくとも２つの接続されていない治療用
組成物を有する、請求項１に記載のストリップ。
【請求項１１】
　前記マイクロパターンが前記治療用組成物の半球又は島から成る、請求項１に記載のス
トリップ。
【請求項１２】
　前記半球又は島が約１０マイクロから約２ｍｍまでの直径を持つ、請求項１１に記載の
ストリップ。
【請求項１３】
　前記支持体層がリリース剤を更に有する、請求項３に記載のストリップ。
【請求項１４】
　前記支持体層が前記リリース剤により被覆されている、請求項１３に記載のストリップ
。
【請求項１５】
　前記治療用組成物が固体又は半固体キャリア及び少なくとも一つの治療用薬剤を有する
、請求項１に記載のストリップ。
【請求項１６】
　前記治療用組成物が少なくとも一つの接着促進剤を更に有する、請求項１に記載のスト
リップ。
【請求項１７】
　前記半球が高さ１対直径２のアスペクト比を持つ、請求項１１に記載のストリップ。
【請求項１８】
　前記支持体層が第１の表面エネルギーを有し、歯が第２の表面エネルギーを有し、第１
の表面エネルギーが第２の表面エネルギーより低い、請求項１に記載のストリップ。
【請求項１９】
　前記リリース剤が、ワックス、脂肪酸金属石鹸、長鎖アルキル炭化水素誘導体、シリコ
ンポリマー、フッ化化合物及びこれらの組み合わせを有するグループから選択される、請
求項１３に記載のストリップ。
【請求項２０】
　前記リリース剤が前記治療用組成物に結合されている、請求項１３に記載のストリップ
。
【請求項２１】
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　少なくとも支持体層と、前記支持体層上に不連続なパターンで配される少なくとも一つ
の治療用組成物とを有するデバイスを少なくとも一つの歯と接触させるステップと、前記
支持体層を取り除くステップとを有する治療用組成物を歯へ移すための方法であって、前
記デバイスを歯と接触させるステップは、前記支持体層が取り除かれるとき、歯と接触す
る治療用組成物の少なくとも一部が歯に残るように、前記治療用組成物の少なくとも一部
を歯へ移す、方法。
【請求項２２】
　前記治療用組成物が歯への接着力より低い前記支持体層からのリリース力を持つ、請求
項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記不連続なパターンが前記治療用組成物の半球又は島から成る、請求項２１に記載の
方法。
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